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2009年10月開業
 2010年2月から外来診療スペースと

 画像ファイリングシステムを利用して
 局麻・日帰り手術をおこなっています
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2010年2月～2011年6月：17ヶ月）
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局麻・日帰り手術を安全におこなう工夫

術前
 

静止画・動画を用いた説明

３Ｄ－ＣＴ
 

によるシュミレーション

術中
 

表面麻酔
 

と
 

後鼻腔パッキングの工夫

術後
 

術後自己チェック表（パスもどき）の導入

電話での病状確認



術 前
 

手術内容を理解
 

安心していただく
 

↓
 

動画・静止画を用いた説明



画像ファイリングシステム
 多様な動画静止画を保存

ＣＴ

術前内視鏡

術中静止画

術中動画



レポート機能で
 手術記録を作成保存

 

↓
 

術前の
 手術説明に使用



手術記録をパソコン内に保存



術前後局所所見と
 ＣＴ画像を合わせた
 

ＥＳＳの説明図



安全な手術をおこなうために
 

↓
 

３Ｄ－ＣＴによるシュミレーション



コーンビームＣＴ

モリタ社
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ＸＹＺ+ボリュームカットでシュミレーション



局所麻酔手術を成功させる工夫
 

止血・鎮痛・視野確保
 

↓
 

①
 

入念な表面麻酔
 

（ボスミンキシロカイン）
 

②
 

後鼻腔パッキングの工夫
 

（糸つきスポンジ）



約2時間前からボスミンキシロカインガーゼを留置

ポリープ縮小
 

視野良好
 

麻酔効果十分

多発性ポリープ症例などでは1時間前に入れ直し



術中から術後も
 

ボスミンキシロカインを使用

術前
 

0.1%ボスミン
 

+ 4%キシロカインガーゼ留置

ロピオン
 

+ 生食100ml 点滴

術中
 

局麻
 

0.5%キシロカイン
 

+ 20万倍ボスミン

止血
 

ボスミン・キシロカインガーゼ

電気メスで焼灼

術後
 

パッキング

１ （カルトスタット）

２ ベスキチン(軟膏 + ボスミン・キシロカイン)

３ アクロマイシン軟膏ガーゼ

麻薬は使いません



後鼻腔パッキングの工夫

糸を結んだスポンジ

を後鼻腔へ留置

糸はテープで固定

↓

確実なパッキングと

咽頭への落下防止



術 後
 

トラブルを未然に防ぐための工夫



リスク疾患
 

と
 

術中使用薬剤

喘息
 

１２
 

ネオフィリン
 

８

高血圧
 

２５
 

ペルジピン
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糖尿病
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肝炎ウイルス陽性３
 

ホリゾン
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アトロピン
 

２

手術症例
 

９１



初期
 

の
 

術後対応

①
 

予想されうる経過を口頭と文章で説明

②
 

不安があるときは

携帯電話へ連絡していただく

（患者さんの判断にまかせた受身の対応だった）



事象
 

４例/９１例（４．４％）

○
 

術中喘息発作
 

2例

酸素吸入
 

ネオフィリン
 

ステロイド
 

投与

1.5～2時間で改善
 

帰宅

後鼻腔パッキングスポンジ作成のきっかけ

○
 

術後出血
 
2例

１
 

パッキングガーゼ抜去後の出血

→
 

バイポーラメスにて焼灼止血

２
 

手術日深夜近隣病院へ入院（本年3月）

術後対応見直しのきっかけに



出血症例の経験から術後対応を見直し

術後出血が続いていたが深夜まで我慢していた

深夜耐えられなくなり救急車をコール

0時30分
 

携帯へ電話されたが対応できず

ご自分の状態を冷静・客観的に判断できるように

〇
 

術後自己チェック表を作成

連絡を待つだけでなく
 

早い段階で対応できるように

〇
 

夕方6時
 

ナースが電話して状況を確認

メールで医師へ報告





診療内容見直しのため
 

記録を保存

術前

 
心電図

 
尿検査

手術記録

 
麻酔記録

術後

 
自己チェック表



ま と め

当院での局所麻酔による日帰り手術の実績

と工夫をご報告いたしました。

患者さんとのコミュニケーションを良好に保

ち、トラブルに臨機応変、迅速に対応するこ

とを心がけています。

診療内容をできるだけ保存し見直し続けるこ

とが大切と思っております。
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